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静絹地学第51号 (1985)

地学散歩 (31)

丹那断層の発掘と断層露頭の剥ぎ取り

和田秀樹*斗七川浩之*

丹那断層は昭和5年 (1930年)11月26日未明活動し M7.0の北伊豆地震を発生させたことでよく

知られている O この断層については多くの研究者が地質学的にあるいは地理学的に詳しく調査し、こ

の断}習が左横ずれで変位量が約 1kmに達し、更にこの活動が 1000年に 2m程度の割合で周期的に行

われていることなどを明らかにしてきた。最近、 1980年代になってから、地震の予知に関連して、い

わゆる活断層の活動を詳細に研究する目的で、断層の埋れている沖積層の発掘、すなわち、トレンチ

調査法かが丹那断層にも適用されてきた。この丹那断層発掘は東大地震研の松田時彦教授を中心とす

るグループが 1980年と 1982年に行い、今回で3回目になる O ほぽ同じ頃、通産省の地質調査所でも

この丹那断層をほかの場所で2回程、トレンチ調査かをしている O 静岡県では、近年伊豆半島沖地震

(1974年)や伊豆大島近海地震 (1978年)が起き、我々は地震を体験し、そしてできたばかりの断層

を見てきた。しかし、遠い過去の断層となると我々はその時起きたであろう地震の揺れや山崩れなど

を思い起こしながら見ることは少ない。

断層の発掘ということによって、地割れや地層の動きが生々しく自に映る O 放射性炭素などによる

にはまってしまうという
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1 .丹那断層発掘現場を北側から望む O 写真中央部に断層に沿って黒土層が落ちこんでい

るのが見える。

写真2. トレンチ内の中央丘の南壁に現われた丹那新層。法苗に張られた糸の間隔は 1mである O
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